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anatomical variation）, Ⅱ．リンパ管小孔（lymphatic stomata），Ⅲ．心膜孔（pericardial 
pores），Ⅳ．皮静脈注射（peripheral intravenous injection），Ⅴ．筋肉内注射（intramuscular 
























































































































































































































　三角筋の筋肉内注射の部位の決め方 ２７-３３） （図 ４ の １















































































しないための筋注部位の決定の方法には，４ 分 ３ 分法
やクラークの点などがあるが，我々の提唱する方法を
提示する ３６-３９）。上前腸骨棘を通る水平線と大転子を通




























図 ４．左側三角筋と右殿部の筋注部位の図。１）三角筋を透かした図。肩峰の前後端 １/２ 点（a）より，前後腋窩線（前・後腋窩ヒダが上
肢に突き当たる部位の ２ 点間を結ぶ線で，ほぼ水平線となる）に降ろした垂線（上腕骨の外側面と通る）の交点を b とする。腋窩
神経は線分 ab の下 １/３ab 点をほぼ水平に走行するので，この部位上下 １cm くらいに，針を刺入しないようにする。筋注部位は
上 １/３ab の下端付近か b 点付近が望ましい。さらに，橈骨神経は b 点より後方を下行するので，上腕骨の後側面に針を刺入しない。
２）人を用いての実際の筋注部位を決定するのに必要な部位の図。前後腋窩線を求めるには，注射を行う人の示指を前腋窩ヒダの頂
点に挿入し，母指を水平に上腕の後方に回すように置くと母指の上縁が前後腋窩線となる。３）殿部の筋注部位の図。ご遺体の右殿
部を解剖して筋注部位と神経の位置を示した。a）. ４ 分 ３ 分法で求めた筋注部位。黒実線が部位決定用の線。b）クラークの点の筋
注部位。布メジャーが部位決定の線。c）新殿筋注点の部位。白破線が部位決定の線。a, b, c の筋注部位はほぼ同じ位置であり，上
















































































図 ６．マウス皮膚全層欠損創の図。１）創傷治癒過程の図。２）創作製日の創面積に対する各日の創面積の割合のグラフ。創作製後 ２,５ 日
といった炎症期にハイドロコロイド被覆材では面積が拡大したが，インドネシア蜂蜜，マヌカ蜂蜜では見られなかった。しかしな
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